
 

東濃圏域推進区域対応方針に係る主な取組状況について 

（令和８年１月時点） 

 

東濃西部（多治見市） 

＜多治見市＞ 

○ 看護師確保について、県立多治見病院では、ホームページや SNS 等の活

用、就職ガイダンスへの参加や学校訪問など大学等の各種養成機関との

繋がりを強化。多治見市民病院では、地域の看護学校との連携強化を図

り、実習生の受け入れ体制を整備、また奨学金制度を新たに創設。 

○ 東濃・可児地域病病連携推進会議を定期開催し、近隣の医療機関との間

で急性期医療、回復期医療の提供体制について意見交換等を実施。また、

病診連携システム等を活用し、近隣の医療機関との協力体制の充実を図

っている。 

 

東濃中部（土岐市、瑞浪市） 

＜土岐市・瑞浪市＞ 

○ 公立東濃中部医療センターの開院について（資料１－３） 

 

東濃東部（中津川市、恵那市） 

＜中津川市＞ 

○ 令和７年度岐阜県病院間連携促進支援業務において、広域的な連携を想

定し、中津川市民病院の医療データ等の分析を進めている。 

○ 坂下診療所については、引き続き地域の医療を守るため、医師確保に努

めるとともに、同診療所の運営形態や事業内容について多様な方向性を

検討している。 

 

＜恵那市＞ 

○ 地域医療ビジョン恵那モデル実施計画の推進を図るための事業調整を行

い、実施に向け予算への反映を進めている。 

資料１－２ 


